
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のネタ話：【「寝そべり族」から「専業子どもへ」】 

若年（16歳～24歳）の失業率が過去最高を記録している中国で、若者のライフスタイルが変化しているよう

です。以前、話題だった「寝そべり族」とは、競争社会を余儀なくされてきた若者の、雇用市場の厳しさや社 

会的圧力に対する反発から生まれたライフスタイルです。家も車も買わない、恋愛も 

結婚もしない、子どもはつくらない。「低水準の消費で最低限の生活を維持すること 

で、資本主義の奴隷になることを拒否する」といったポリシーが特徴です。寝そべり 

族の若者は、過労や競争を避けて淡々と生きたいだけなので、仕事はほどほどにこな 

します。しかし最近は、寝そべり族の進化形として、親からの財政的な援助と引き替 

えに家事や介護をする「専業息子・娘」が、20代の若者の新しいライフスタイルにな

っているようです。膨大なお金と時間を注いで勉強してきたのに、いい働き口がない。だから実家に帰って

「専業子ども」になり、家事をして親から給料をもらう。日本でも笑いごとではないかもしれません。 

今月のキーワード：【swift】 

人気歌手テイラー・スウィフト（Taylor Swift）の

５年ぶりの来日コンサートが話題となっていま

す。彼女の苗字“swift”には「速い・迅速な・即

座の」などの意味があります。聖書には“The race 

is not to the swift.”「速い人が競争に勝つわけで

はない」という記述があるとか。“SWIFT”という

単語は、国際送金の経験がある方は聞いたことが

あるかもしれません。これは「国際銀行間データ

通信システム」“Society for Worldwide Interbank 

Financial Telecommunications”の略のことです。 

来る３月３日は「耳の日」、また「耳かきの日」で

もあるのをご存じですか。ヘルスケア用品からカ

トラリー、学校給食器具・キッチン用具に至るま

で、さまざまな「手道具」のブランド「ののじ」

を展開する株式会社レーベンが制定しました。耳

かきといえば、竹などの棒の先がさじ状になって

いて、反対側に「梵天（ぼんてん）」と呼ばれる白

い綿毛の付いているタイプが一般的ですが、昨今

の進化ぶりがすごい！ソフトタッチで痛みを伴わ

ない３連ループワイヤー型やスパイラルワイヤー

型のほか、ＬＥＤライトで耳の奥まで明るく照ら

すものや、スマホで耳の中の様子を見ながら耳掃

除ができるものまで「耳かきでスッキリしたいけ

ど痛いこともあるし、見えなくて怖い」という悩

みを解決する優れモノが続々登場しています。「の

のじ」公式サイトでは「あなたにぴったりな耳か

きがわかる“耳かき診断”」も公開中。これを機に

最新の耳かきを体験してみてはいかがでしょう。 
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今月のトピック：【ミニチュアの世界】 

ミニチュアの世界がブームです。食べられるミニチュア料理や日常生

活のジオラマを投稿するＳＮＳは大人気。樹脂粘土で作る本物そっく

りのミニチュアフード講座は、男性の参加者も急増中です。ミニチュ

アミュージアムでは３Ｄプリンターで自分の分身フィギュアを作る

サービスも好評です。リアルさと緻密さにはまる人が増えています。 


